
市
が
上
郷
大
荒
地
区
に

計
画
し
て
い
る
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
現
地
調
査

の
説
明
会
が
７
月

日
、

27

上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
地
権

者
・
上
郷
地
区
住
民
等
が

参
加
し
、
菅
井
巌
市
議
が

傍
聴
し
ま
し
た
。

市
は
「
一
部
住
民
の
反

対
」
と
強
弁

冒
頭
、
市
の
佐
藤
市
民

部
長
は
「
大
荒
地
区
へ
の

ゴ
ミ
最
終
処
分
場
計
画
に

一
部
の
地
域
住
民
の
反
対

の
声
が
あ
る
が
、
市
民
生

活
に
必
要
な
施
設
な
の
で

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

市
担
当
課
か
ら
事
業
計

画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
そ
の
後
、

測
量
・
地
質
・
生
活
環
境

の
調
査
委
託
を
受
け
た
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

㈱
（
本
社
＝
東
京
都
台
東

区
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

調
査
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

合
意
形
成
な
い
推
進
や

め
る
べ
き

質
疑
応
答
で
は
、
地
元

住
民
の
男
性
か
ら
の
「
市

民
部
長
は
『
一
部
の
反
対
』

と
言
っ
て
い
る
が
、
上
郷

地
区
の
有
権
者
の
過
半
数

（
１
０
１
９
筆
）
が
『
大

荒
地
区
へ
の
押
し
付
け
を

止
め
て
ほ
し
い
』
と
署
名

に
応
じ
て
い
る
。
合
意
形

成
の
無
い
ま
ま
で
の
推
進

は
や
め
る
べ
き
」
と
の
声

に
、
佐
藤
廃
棄
物
対
策
課

長
は
「
情
報
不
足
で
理
解

さ
れ
て
い
な
い
方
も
い
る

の
で
は
。
こ
れ
ま
で
も
最

終
処
分
場
の
候
補
地
選
定

で
は
苦
労
し
て
き
た
。
今

回
の
候
補
地
は
、
以
前
に

養
豚
場
経
営
が
さ
れ
て
い

て
で
き
な
か
っ
た
も
の
。

集
落
ご
と
に
説
明
会
を
開

い
て
い
る
が
要
望
が
あ
れ

ば
伺
い
た
い
。
」
と
答
弁
。

ま
た
、
地
元
の
女
性
は

「
住
宅
や
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
、
小
学
校
、
保

育
園
な
ど
、
環
境
へ
の
影

響
が
心
配
」
と
候
補
地
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。

地
権
者
「
過
去
は
抜
き

に
し
て
考
え
ら
れ
な
い

か
」地

権
者
の
男
性
か
ら
は

「
養
豚
を
や
っ
て
い
た
時

代
は
、
汚
水
や
臭
い
等
で

迷
惑
を
か
け
、
お
詫
び
す

る
。
農
業
で
食
っ
て
い
け

る
経
営
を
目
指
し
て
頑
張

っ
た
結
果
。
過
去
の
事
は

抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
」と
発
言
。

地
域
住
民
の
男
性
は

「
市
が
集
落
で
開
催
し
た

説
明
会
は
４
ヶ
所
。
丁
寧

な
説
明
が
さ
れ
て
い
な

い
。
大
荒
あ
り
き
で
な
い

か
」
と
市
の
対
応
を
批
判

し
ま
し
た
。

「
考
え
る
会
」
は
署
名

携
え
て
市
に
再
要
請
へ

説
明
会
後
、
こ
の
問
題

を
考
え
る
市
民
の
会
な
ど

で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

「
地
域
の
合
意
形
勢
が
な

い
ま
ま
で
の
推
進
は
許
さ

れ
な
い
」
と
、
第
二
次
分

の
署
名
を
携
え
て
市
に
対

し
て
抗
議
・
要
請
を
し
て

ゆ
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
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２４－５９３５
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障
が
い
の
あ
る
人
も
無
い
人
も

「
障
が
い
者
差
別
を

な
く
す
た
め
の
条
例
を
制
定
さ
せ
よ

う
」
「
障
が
い
者
雇
用
の
拡
充
」
な
ど

が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

７
月

日
（
水
）
は
、
神
奈
川
県
相

26

模
原
市
の
障
害
者
施
設
「
津
久
井
や
ま

ゆ
り
園
」
入
所
者
殺
傷
事
件
か
ら
１
年

に
あ
た
る
日
。
経
済
的
な
効
率
な
ど
で

人
を
評
価
す
る
政
治
、
「
自
己
責
任
」

の
政
治
が
社
会
を
歪
め
て
き
た
こ
と
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
の
理

念
と
規
定
に
基
づ
い
て
、
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
等
し
く
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
め
ざ
す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

（
県
議

関

徹
）

日
（
火
）
は
、
鶴
岡
市
障
害
者
地

25
域
自
立
支
援
協
議
会
主
催
の
「
障
害
者

と
仕
事
」
の
学
習
会
に
参
加
。

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡
の
方
々
お
話
を
聞

き
、
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
の
あ
る
方

の
就
労
支
援
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

一
般
企
業
等
「
雇
用
す
る
側
」
に
こ

う
し
た
情
報
を
伝
え
て
理
解
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

日
（
金
）
は
、
県
身
体
障
が
い
者

28
福
祉
大
会
（
南
陽
市
）
に
出
席
。
来
賓

と
し
て
ご
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。

大
会
宣
言
・
決
議
で
は
、
「
障
害
者

差
別
解
消
法
及
び
県
条
例
の
普
及
」

２
０
１
７
年
８
月

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団



農
事
組
合
法
人
庄
内
産

直
セ
ン
タ
ー
（
佐
藤
光
雄

組
合
長
理
事
）
の
創
立
30

周
年
記
念
祝
賀
会
が
、
組

合
員
や
消
費
者
、
市
場
な

ど
流
通
関
係
者
の
参
加
の

も
と
、
鶴
岡
市
農
村
セ
ン

タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

勇
壮
な
羽
黒
山
伏
に
よ

る
法
螺
貝
吹
奏
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
、
佐

藤
組
合
長
は
、
組
合
員
や

多
く
の
関
係
者
に
よ
っ
て

年
を
迎
え
た
事
へ
の
感

30謝
を
述
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
安
全
な

お
米
を
あ
り
が
と
う

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

笹
渡
義
夫
・
全
国
農
民
連

会
長
が
「
庄
内
の
皆
さ
ん

の
震
災
支
援
の
取
組
を
見

て
、
農
民
連
の
仲
間
で
よ

か
っ
た
」
と
述
べ
、
佐
藤

茂
一
・
鶴
岡
市
農
協
組
合

長
は
、
「
地
域
農
業
を
守

る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
」
と
激
励
。

産
直
運
動
の
原
点
と
も

い
え
る
保
育
園
と
の
交
流

を
続
け
て
い
る
、
子
ど
も

の
生
活
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
神
奈
川
の
辻
村
久
江
代

表
は
「
子
ど
も
た
ち
が
最

初
に
口
に
す
る
、
安
全
な

お
米
を
届
け
続
け
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
挨
拶
。

庄
内
農
民
連
・
産
直
セ

ン
タ
ー
で
は
、

月
の
市

10

長
選
に
立
候
補
を
表
明
し

て
い
る
皆
川
治
氏
と
の
話

し
合
い
で
、
農
業
政
策
な

ど
つ
い
て
合
意
が
で
き
た

こ
と
か
ら
支
援
を
決
め
た

こ
と
を
紹
介
、
皆
川
氏
も

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

組
合
員
手
作
り
の
料

理
を
味
わ
い
な
が
ら
30

年
を
ふ
り
返
る

祝
宴
で
は
、
藤
島
太
鼓

グ
ル
ー
プ
の
「
鼓
粋
（
こ

い
き
）
」
が
大
迫
力
の
演

奏
を
披
露
。

組
合
員
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
小
野
寺

裕
さ
ん
が
、
産
直
交
流
や

農
民
運
動
の
中
で
作
ら
れ

た
歌
を
披
露
さ
れ
る
中
、

組
合
員
手
作
り
の
料
理
を

味
わ
い
、
お
酒
を
飲
み
な

が
ら

年
を
一
緒
に
振
り

30

返
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
子
ど
も
や

孫
た
ち
に
、
ふ
る
さ
と
を

残
し
続
け
る
」
こ
と
を
確

認
し
合
い
、「
ふ
る
さ
と
」

を
全
員
で
合
唱
し
ま
し

た
。祝

賀
会
に
は
、
関
徹
県

議
と
党
市
議
団
、
坂
本
昌

栄
、
山
田
守
の
市
議
予
定

候
補
が
参
加
し
、
地
域
の

組
合
員
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

市議会９月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

８月２９日（火）本会議

（開会、提案説明、総括質問等）

３１日（木）本会議（一般質問）

９月 １日（金）本会議（一般質問）

午前11:30頃 日本共産党市議団（予定）

４日（月）本会議（一般質問）

５日（火）決算特別委員会、予算特別委員会

６日（水）常任委員会（総務）

７日（木）常任委員会（市民文教）

８日（金）常任委員会（厚生）

１１日（月）常任委員会（産業建設）

１９日（火）決算特別委員会、予算特別委員会

２０日（月）本会議（閉会）

☆請願締切り ８月２３日（水）午後１時

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月31日入札分

・市公共下水道事業 汚水19I101～123号新設工事（谷定・金谷地
内）（入札10業者うち1業者辞退）
(株)誠朋建設 141,000,000円（144,726,000円）

工期～30/3/28（落札率97.43％）

防災安全課入札結果（ ）内は予定価格
7月27日入札分

・市防災行政無線(移動系)等通信システム整備工事実施設計業務
委託
保留 期間～30/1/17

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月27日入札分

・仙道向山線道路改良工事
中止

・白山井岡線道路改良工事（井岡地内）（入札4業者）
(有)大地工営 4,100,000円（4,149,000円)

工期～10/6（落札率98.82％）
・市道三和町遠賀原線道路改良工事(その1)（千石町地内）（入札5
業者）
(株)山口工務店 19,900,000円（20,551,000円）

工期～30/1/9（落札率96.83％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月25日入札分

・市公共下水道事業 雨水茅原第１幹線樋門新設工事に伴う下水道
管仮設工事（宝田三丁目地内）（入札4業者）
日栄産業(有) 2,200,000円（2,248,000円）

工期～9/29（落札率97.86％）

主催者挨拶する佐藤組合長 羽黒山伏による勇壮な法螺貝吹奏でオープニング

祝宴にて、藤島太鼓「鼓粋」の大迫力の演奏を聴きながら、
組合員が作った旬の味を味わう


